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第
一
条
中
薬
事
法
第
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
条
第
五
項
第
五
号
」
を
「
第
四
条
第
五
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
う
ち
、
薬
事
法
第
八
十
七
条
の
改
正
規
定
中
「
第
四
十
条
の
七
」
を
「
第
四
十
条
の
七
第
一
項
」
に
改

め
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
七
十
八
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
第
八

号
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
」
の
下
に「
同
条
第
九
項（
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
」
を
加
え
、
同
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、「
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
六
項
（
」
の
下
に
「
同
条
第
九
項
（
第
二

十
三
条
の
三
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
」
を
、「
規
定
を
」
の
下
に「
同
条
第
十
一
項（
第

二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
」
を
加
え
、
同
法
第
八
十
条
の
改
正
規
定

中
「
同
条
第
五
項
中
」
を
「
同
条
第
六
項
中
」
に
、「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
中
」
を

「
同
条
第
五
項
中
」
に
、「
同
条
第
七
項
と
し
」
を
「
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
章
」
を「
第
七
章
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
」
に
改
め
、
同
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
市
」
に
」
の
下
に

「
、「
第
四
条
第
五
項
第
五
号
」
を
「
第
四
条
第
五
項
第
四
号
」
に
」
を
加
え
、「
同
条
第
七
項
」
を「
、
同
条
第
七
項
」

に
、「
）」と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
」
と
、」を
「
第
四
条
第
五
項
第
四
号
」
に
、「
）」と
あ
り
、
並
び
に
」
を
「
第
四
条
第

五
項
第
三
号
」
に
改
め
、「
、「
も
の
と
す
る
。」」
を
「
も
の
と
す
る
」」に
、「
準
用
す
る
。」」
を
「
準
用
す
る
」」に
」
を

削
り
、「
同
条
第
十
号
」
を
「
同
条
第
十
一
号
」
に
、「
同
条
第
十
一
号
」
を
「
同
条
第
十
二
号
」
に
改
め
、「
、「
の
処
方

せ
ん
」
を
「
の
処
方
箋
」
に
」
を
削
り
、「
同
条
第
十
二
号
」
を
「
同
条
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
法
第
八
十
三
条
の

二
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
八
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
中
」
の
下
に「「
第
四
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
第

四
条
第
五
項
第
二
号
」
に
、」を
加
え
、「
、「
。
」と
あ
る
の
は
「
な
ら
な
い
。」を
「
」
と
あ
る
の
は
「
な
ら
な
い
」
に
」

を
削
り
、
同
法
第
六
十
九
条
の
改
正
規
定
中
「
若
し
く
は
第
八
十
条
第
一
項
」
の
下
に「
若
し
く
は
第
四
項
」を
、「
か

ら
第
三
項
ま
で
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
七
項
」
を
加
え
、「
及
び
「
第
三
項
ま
で
」
を
「
、「
第
三
項
ま
で
」及
び「
第

二
項
（
第
四
十
条
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
条
の
七
」
を
「
第
四
十
条
の
七
第
一
項
」
に
、「
若
し
く
は
第
七
十
七
条
の

五
第
三
項
」
を
「
、
第
七
十
七
条
の
五
第
三
項
」
に
改
め
、「
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
八

十
条
第
四
項
」
を
、「
第
六
十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
八
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
八
十
条

第
七
項
」
を
加
え
、
同
法
第
七
十
五
条
の
二
の
改
正
規
定
中
「
再
生
医
療
等
製
品
」
に
改
め
」
の
下
に
「
、
同
項
第

五
号
中
「
法
令
」
の
下
に
「
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
」
を
加
え
、同
法
第
七
十
六
条
の
改
正
規
定
中「
、「
名

あ
て
人
」
を
「
名
宛
人
」
に
」
を
削
り
、
同
法
第
六
十
八
条
の
改
正
規
定
中
「
、
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一

項
又
は
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
一
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一
項
」
に
、「「
、
医
療
機

器
」
を「「
若
し
く
は
医
療
機
器
」
に
改
め
、
同
法
第
八
章
を
第
十
章
と
し
、
同
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定

（
第
六
十
八
条
の
二
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中
「
外
国
特
例
医
薬
品
等
承
認
取
得
者
、
外
国
特
例
医
療
機
器
等
承
認

取
得
者
若
し
く
は
外
国
特
例
再
生
医
療
等
製
品
承
認
取
得
者
」
を
「
外
国
製
造
医
薬
品
等
特
例
承
認
取
得
者
、
外
国

製
造
医
療
機
器
等
特
例
承
認
取
得
者
若
し
く
は
外
国
製
造
再
生
医
療
等
製
品
特
例
承
認
取
得
者
」
に
改
め
、
同
法
第

五
十
条
の
改
正
規
定
中
「
第
十
三
号
を
第
十
四
号
」
を
「
第
十
四
号
を
第
十
五
号
」
に
、「
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と

し
、
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中
「
処
方
せ
ん
」
を
「
処
方
箋
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一

号
と
し
、
同
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
三
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
八
号
」
に
、「
同
条
第
八
号
」
を
「
同
条
第
九
号
」
に
、「
同
条
第
六
号
」を「
同

条
第
七
号
」
に
、「
七

第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た
体
外
診
断
用
医
薬
品
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
基
準
に
お
い
て
直
接
の
容
器
又
は
直
接
の
被
包
に
記
載
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
事
項
」
を
「
八

第

四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た
体
外
診
断
用
医
薬
品
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
基
準
に
お
い

て
直
接
の
容
器
又
は
直
接
の
被
包
に
記
載
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
事
項
」
に
改
め
、
同
法
第
五
十
二
条
の
改
正
規

定
中
「
第
五
十
二
条
の
見
出
し
中
「
添
附
文
書
等
」
を
「
添
付
文
書
等
」
に
改
め
」
を
「
第
五
十
二
条
の
前
の
見
出

し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
添
付
文
書
等
の
記
載
事
項
）」を
付
し
」
に
改
め
、
同
法
第
五
十
三
条
の
改
正

規
定
中
「
第
五
十
三
条
」
を
「
第
五
十
三
条
に
見
出
し
と
し
て「（
記
載
方
法
）」を
付
し
、
同
条
」
に
改
め
、
同
法
第

五
十
六
条
、
第
六
十
条
及
び
第
六
十
二
条
の
改
正
規
定
中
「
第
五
十
条
第
七
号
」
を
「
第
五
十
条
第
八
号
」に
改
め
、

同
法
第
五
章
の
章
名
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
五
項
第
四
号
」
を
「
第
四
条
第
五
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
う
ち
、
薬
事
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
、
第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
第

二
号
の
改
正
規
定
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
、第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
第
二
号
」

を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
四
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
四
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
七
条
中
「
第
四
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
第
四
条
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ヘ
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
う
ち
、
薬
事
法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
中「
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」

を
「
第
三
十
六
条
の
七
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
法
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
六
条

の
四
第
三
項
」
を
「
第
三
十
六
条
の
八
第
三
項
」
に
改
め
、
同
法
第
四
十
条
の
改
正
規
定
中
「
加
え
る
」
を「
加
え
、

「
賃
貸
業
」
を
「
貸
与
業
」
に
改
め
る
」
に
改
め
、
同
法
第
五
章
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
四
十
条
の
七
に

係
る
部
分
に
限
る
。）中
「
、
第
十
条
」
を「（
第
一
項
各
号
を
除
く
。）、
第
十
条
第
一
項
」
に
、「
医
薬
品
の
試
験
検
査

の
実
施
方
法
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
に
改
め
、「
と
あ
る
の
は
、「
」
の
下
に
「
再
生
医
療
等
製
品
の
販
売
業
の
営

業
所
に
お
け
る
」
を
加
え
、「
の
方
法
」
を
「
の
実
施
方
法
」
に
改
め
、
第
四
十
条
の
七
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中
「
第
百
一
条
」
を
「
第
百
二
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
十
五
条
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
十
一
条
中
「
第
八
十
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
条
第
五
項
」
に
、「
第
八
十
条
第
七
項
」
を
「
第
八
十
条

第
八
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
百
一
条
を
附
則
第
百
二
条
と
し
、
附
則
第
九
十
七
条
か
ら
第
百
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
附
則
第

九
十
六
条
中
「
中
「
賃
貸
業
」
を
「
貸
与
業
」
に
改
め
、
同
法
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「「
準
用
す
る
。」を
「
準
用

す
る
」
に
、」を
削
り
、
同
条
を
附
則
第
九
十
七
条
と
し
、
附
則
第
九
十
三
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰

り
下
げ
、
附
則
第
九
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
薬
事
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
十
三
条

薬
事
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
薬
事
法
」
を
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
同
項
中
「
薬
事
法
」
を
「
同
項
中
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」
と
い
う
。）」

に
、「
と
あ
る
の
は
「
薬
事
法
」
を
「
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）」に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
及
び
第
十
一
条
中
「
薬
事
法
」
及
び
「
同
法
」
を
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」
に
改
め
る
。
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憲
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（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
）

第
十
六
条

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
の
う
ち
、
薬
事
法
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
十
条
」
の
下
に「（
」
を
「
及
び
第
十
条
」
を

「
並
び
に
第
十
条
第
一
項
（
第
三
十
八
条
第
一
項
並
び
に
」
に
改
め
、「
含
む
。）」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」を
加
え
、

「
を
加
え
る
」
を
「
に
改
め
る
」
に
改
め
、
同
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
十
条
」
の
下
に「（
」
を

「
第
十
条
」
を
「
並
び
に
第
十
条
第
一
項
（
第
三
十
八
条
第
一
項
並
び
に
」
に
、「
含
む
。）」
を
」
を
「
含
む
。）及
び

第
二
項
」
に
改
め
」
に
、「
準
用
す
る
。」を
「
第
二
類
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
」
に
改
め
る
。

（
薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
、
薬
事
法
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、同
条
第
五
項
第
一
号
を
削
り
、

同
項
第
二
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
イ
中
「
第
十
四
条
第
八
項
第

一
号
」
を
「
第
十
四
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
す
る
」
に

改
め
、
同
法
第
五
条
第
三
号
の
改
正
規
定
中
「
、
同
号
ニ
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
」
及
び
「
、
同

号
ロ
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
」
を
削
り
、
同
法
第
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中「（
第
四
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
薬
局
開
設
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

››
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